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渡
邉
誠
次
町
長
が
令
和
４
年
度
施
政
方
針
を
述
べ
た
の

で
紹
介
し
ま
す
。

▼
予
算
方
針

令
和
２
年
７
月
豪
雨
は
家
屋
や
生
活
イ
ン
フ
ラ
、
農
地
・
農
業

用
施
設
な
ど
、
町
民
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
町
民
の
安
全
・
安
心
を
取
り
戻
す
た
め
、
災
害
復

旧
事
業
を
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
三
密
防
止
対
策
や
新
た
な
生
活
様
式
に
対
応
し

た
環
境
整
備
、
事
業
等
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
地
域
経

済
の
回
復
に
は
時
間
が
必
要
で
す
。

本
町
の
課
題
は
、
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
、
町
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
生
活
の
確
保
や
、
地
域
経
済
の
回
復
を
図
る
た
め

の
施
策
展
開
な
ど
、
柔
軟
か
つ
適
切
な
対
応
で
す
。

本
年
度
予
算
は
、
町
の
社
会
経
済
状
況
を
踏
ま
え
、
次
の
点
を

重
点
事
業
と
し
た
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

●
次
を
見
据
え
た
変
化
に
強
い
町
の
構
築
に
向
け
た
事
業

●
再
構
築
に
よ
る
財
政
基
盤
の
強
い
ま
ち
づ
く
り
事
業

こ
う
し
た
事
業
に
よ
り
、
町
勢
の
発
展
と
町
民
福
祉
の
向
上
、

選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

▼
デ
ジ
タ
ル
行
政
改
革
の
推
進

行
政
シ
ス
テ
ム
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
、
住
民
の
利
便
性
向
上

及
び
職
員
の
事
務
効
率
化
を
目
指
し
ま
す
。

▼
防
災
消
防
機
能
強
化

復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
及
び
国
土
強
靭
化
計
画
に
基
づ
き
、
避

難
所
の
場
所
を
明
示
し
、
住
民
や
観
光
客
等
が
安
心
し
て
避
難

で
き
る
体
制
構
築
の
た
め
、
避
難
所
標
識
及
び
避
難
所
ま
で
の

避
難
誘
導
標
識
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

▼
地
方
創
生

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
と
し
て
、
地
域
資
源
の
地
熱
と
森
林
資
源

を
活
か
し
、
持
続
可
能
な
町
を
目
指
し
、
ロ
ー
カ
ル
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推

進
と
地
域
循
環
共
生
圏
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

人
口
減
少
対
策
と
地
域
の
活
性
化
に
向
け
、「
小
国
暮
ら
し
の
窓

口
」
の
活
動
を
持
続
し
、
よ
り
多
く
の
移
住
希
望
者
の
獲
得
と
、

移
住
後
の
サ
ポ
ー
ト
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

▼
地
域
公
共
交
通

地
域
公
共
交
通
は
、
生
活
圏
を
と
も
に
す
る
南
小
国
町
と
の
連

携
を
軸
に
、
路
線
バ
ス
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
、
中
心
市
街
地
バ
ス
（
に

じ
バ
ス
）
更
に
小
国
郷
と
肥
後
大
津
駅
を
結
ぶ
小
国
郷
ラ
イ
ナ
ー

の
運
行
を
柱
に
事
業
を
行
い
ま
す
。

特
に
、小
国
郷
ラ
イ
ナ
ー
・
に
じ
バ
ス
の
運
行
は
「
小
国
郷
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
交
通
運
行
事
業
」
と
し
て
南
小
国
町
と
連
携
し
共
同
で

実
施
し
ま
す
。

▼
情
報

情
報
手
段
と
し
て
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
、
エ
フ
エ
ム
小
国
、
屋
外
放
送
、

広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
利
活
用
に
て
引
き
続
き
運
用
・
情

報
発
信
を
行
い
ま
す
。

円
滑
な
放
送
・
維
持
管
理
の
た
め
、
今
後
も
放
送
関
連
設
備
の

保
守
点
検
・
機
器
更
改
を
行
い
、(

株)

エ
フ
エ
ム
小
国
へ
の
「
お

ぐ
に
チ
ャ
ン
ネ
ル
」、「
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
」
の
番
組
制
作
委
託
に
て
、

身
近
な
暮
ら
し
の
情
報
及
び
防
災
情
報
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

▼
商
工
観
光
振
興
と
北
里
柴
三
郎
の
顕
彰

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
鍋
ケ
滝
の
新
し
い
観
光
の
在
り
方
を
検
討

し
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
よ
る
地
域
資
源
の
更
な
る
魅
力
づ
く
り

や
予
約
シ
ス
テ
ム
本
格
稼
働
に
よ
る
渋
滞
緩
和
と
地
元
住
民
の

生
活
が
共
生
で
き
る
安
全
安
心
な
観
光
地
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
２
０
２
４
年
に
発
行
さ
れ
る
新
千
円
札
の
肖
像
画

に
採
用
さ
れ
た
北
里
柴
三
郎
博
士
は
、
国
の
補
助
事
業
を
活
用

し
シ
ア
タ
ー
ル
ー
ム
建
設
・
記
念
館
周
辺
の
再
整
備
な
ど
顕
彰

事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
農
業
振
興

米
の
価
格
低
迷
、
一
昨
年
の
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
の
被
害
拡
大
に

よ
る
減
収
、
昨
年
の
在
庫
過
剰
、
21
年
産
の
豊
作
等
に
よ
り
生

産
者
米
価
が
下
落
し
農
家
に
と
っ
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お

り
、「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
事
業
」「
多
面
的
機
能

支
払
交
付
金
事
業
」
を
継
続
し
、
持
続
的
な
農
業
経
営
の
支
援

と
中
山
間
地
域
の
集
落
営
農
と
農
村
集
落
の
維
持
保
全
を
支
援

し
ま
す
。

▼
有
害
鳥
獣
対
策

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
設
置

す
る
電
気
牧
柵
の
一
部
補
助
を
は
じ
め
と
す
る
補
助
を
実
施
し
、

捕
獲
に
よ
る
絶
対
数
減
少
に
努
め
、
防
除
と
駆
除
の
両
面
か
ら

被
害
防
止
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
捕
獲
通
信
シ
ス
テ
ム
で
は
囲
い

罠
と
箱
罠
で
の
捕
獲
情
報
の
通
信
に
よ
る
効
率
的
な
捕
獲
を
引

き
続
き
行
い
ま
す
。

令和４年度　小国町一般会計　　　当初予算　59億 6,200 万円
主な歳出項目

議会費 議会の運営経費

総務費 町の行政、財産、企画、地籍、光ファイバー、SDG ｓ推進、税、
選挙などの経費

民生費 福祉向上、障がい者・老人・児童福祉のための経費

衛生費 各種検診、予防接種、し尿・ごみ処理等のための経費

農林水産業費 中山間地域等直接支払、多面的機能支払、家畜改良、
有害鳥獣対策、間伐材利用促進などの経費

商工費 鍋ヶ滝公園、地域エネルギー、商工・観光振興などの経費

土木費 町道維持管理・新設改良、住宅管理などの経費

消防費 消防団、災害対策などの経費

教育費 学校管理、教育振興、生涯学習、図書室、文化財保護、
体育施設などの経費

災害復旧費 災害復旧のための経費

公債費 借入金の返済のための経費

諸支出金 特別会計（国保・介護・農業集落排水・後期高齢）への
拠出金

　歳出総額

59億 6,200万円
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▼
林
業
振
興

小
国
林
業
の
活
性
化
と
森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進

を
図
る
た
め
、
森
林
経
営
計
画
に
基
づ
き
「
く
ま
も
と
間
伐
材

利
活
用
推
進
事
業
」
に
よ
る
適
正
な
間
伐
に
よ
る
森
林
管
理
に

取
組
み
ま
す
。　

世
代
交
代
が
急
が
れ
る
林
業
担
い
手
に
つ
い
て
、
各
種
支
援
事

業
な
ど
を
実
施
し
労
働
環
境
の
改
善
に
取
組
み
ま
す
。

木
育
事
業
で
は
、
幼
児
を
対
象
に
し
た
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
を
軸

に
、
小
国
杉
の
良
さ
と
付
加
価
値
を
広
め
て
い
き
ま
す
。

▼
道
路
維
持

橋
梁
点
検
及
び
改
修
設
計
、
町
道
明
里
線
、
北
里
倉
本
二
俣
線
、

小
原
田
線
、
雹
線
舗
装
打
替
工
事
等
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

▼
道
路
新
設
改
良

下
滴
水
橋
梁
新
設
、
町
道
鍋
ケ
滝
線
（
仮
）
の
バ
イ
パ
ス
改
良

工
事
に
向
け
た
用
地
買
収
等
や
、
起
債
事
業
に
て
町
道
湯
鶴
線

の
災
害
浸
水
対
策
工
事
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

▼
住
宅
管
理

老
朽
化
し
た
住
宅
の
解
体
撤
去
及
び
柏
田
団
地
の
屋
上
外
壁
改

修
工
事
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

▼
会
計
業
務

非
接
触
型
レ
ジ
の
導
入
な
ど
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
ま
す
。

▼
地
籍
調
査

大
字
西
里
地
区
の
調
査
を
行
い
ま
す
。
本
年
度
の
事
業
実
施
に

よ
り
、
現
地
調
査
の
進
捗
率
は
約
77
％
に
な
り
ま
す
。

▼
住
民
相
談

安
心
で
き
る
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
、
無
料
法
律
相
談
や
消
費

生
活
相
談
等
を
実
施
す
る
他
、
総
合
的
な
住
民
相
談
窓
口
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

▼
結
婚
支
援

国
・
県
と
連
携
し
、
新
婚
世
帯
を
対
象
に
結
婚
新
生
活
ス
タ
ー

ト
に
伴
う
住
宅
取
得
や
住
宅
賃
借
、
引
越
費
用
な
ど
を
支
援
す

る
「
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
人
権
啓
発

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
差
別
の
な
い
社
会
形
成
の
た
め
、
人
権
啓

発
の
推
進
を
目
的
と
し
た
隣
保
館
交
流
促
進
事
業
や
人
権
啓
発

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
、
男
女
共
同
参
画
社

会
推
進
の
各
種
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
地
域
福
祉

生
き
が
い
対
策
と
し
て
老
人
ク
ラ
ブ
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
活
動
に
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
推
進
し
ま
す
。

災
害
対
策
と
し
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
民
生
委
員
、
福
祉
協

力
員
等
と
連
携
し
、
１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど

避
難
行
動
要
支
援
者
の
適
切
な
登
録
処
理
や
支
援
に
努
め
ま
す
。

▼
障
害
者
福
祉

障
が
い
の
あ
る
人
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
相
談

支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
、
障
が
い
の
特
性
に
配
慮
し
た
き
め
細

や
か
な
障
が
い
者
福
祉
施
策
を
進
め
ま
す
。

▼
児
童
福
祉

多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
関
係
機
関
と
の
連
携

を
図
り
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
健
康
づ
く
り
・
予
防
接
種

疾
病
予
防
で
は
、
40
歳
の
方
の
特
定
健
診
及
び
が
ん
検
診
費
用

の
自
己
負
担
軽
減
を
行
い
、
よ
り
受
け
や
す
い
環
境
づ
く
り
に

努
め
、
受
診
率
向
上
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
全
町
民
の
命

と
健
康
を
守
る
為
、
関
係
機
関
と
強
固
な
連
携
を
図
り
、
安
心

安
全
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
向
け
、
着
実
に
準
備
を
進
め
ま
す
。

▼
学
校
教
育

将
来
を
担
う
子
ど
も
達
が
生
き
抜
く
考
え
や
知
識
を
身
に
つ
け
、

自
ら
の
夢
を
実
現
の
た
め
に
、
県
の
教
育
大
綱
、
教
育
プ
ラ
ン

を
基
に
、
小
国
町
教
育
努
力
目
標
、
教
育
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン

を
実
践
し
、
学
び
の
保
障
と
学
力
向
上
、
国
際
化
、
情
報
化
に

対
応
す
る
教
育
や
地
域
と
の
協
働
活
動
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

具
体
的
な
支
援
と
し
て
、
引
き
続
き
、
対
面
授
業
と
組
み
合
わ

せ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
効
率
的
か
つ
有
効
的
な
授
業
推

進
の
支
援
や
Ａ
Ｌ
Ｔ
、
学
習
・
生
活
活
動
支
援
、
図
書
事
務
な

ど
の
人
的
支
援
、
学
力
向
上
で
は
英
語
や
漢
字
検
定
の
助
成
な

ど
、
児
童
生
徒
・
教
職
員
の
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
ま
す
。

▼
社
会
教
育

放
課
後
子
ど
も
教
室
や
地
域
未
来
塾
の
開
催
、
見
守
り
活
動
、

学
校
の
検
温
支
援
や
環
境
整
備
な
ど
の
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

生
涯
学
習
推
進
の
観
点
か
ら
、
学
習
活
動
や
発
表
の
場
と
し
て

お
ぐ
に
町
民
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
設
け
、
関
係
団
体
を
支
援
し

な
が
ら
町
民
の
豊
か
な
生
活
創
造
に
繋
げ
ま
す
。

町
民
セ
ン
タ
ー
及
び
体
育
施
設
は
、
予
約
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を

行
い
、
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
と
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
、

安
心
安
全
な
環
境
で
引
き
続
き
多
く
の
町
民
が
ス
ポ
ー
ツ
や
会

議
等
、
利
用
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

令和４年度　小国町一般会計　　　当初予算　59億 6,200 万円
主な歳入項目

町税 町民税、固定資産税、軽自動車税、たばこ税など

地方交付税 国が、町の様々な状況に応じて交付するもの

国庫支出金
県支出金

国や県から事業を行うために交付されるもの

町債 事業を行うために借り入れるもの

繰入金 基金などから繰り入れるもの　歳入総額

59億 6,200万円
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そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
し
て
、

一
人
ひ
と
り
が
輝
い
て
暮
ら
す
ま
ち
の
実
現

に
向
け
、
南
小
国
町
と
合
同
開
催
し
て
い

る
『
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
小
国
郷
』

を
、
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
テ
レ
ビ

番
組
司
会
者
な
ど
で
お
な
じ
み
の
元
熊
本
放

送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
福
島
絵
美
さ
ん
を
講
師
に

『
今
し
か
で
き
な
い
こ
と
～
だ
れ
で
も
い
く

つ
に
な
っ
て
も
～
』
と
題
し
、
小
国
町
単
独

で
「
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
」
と
し
て
お

ぐ
チ
ャ
ン
に
て
２
月
21
日
か
ら
27
日
ま
で
１

日
２
回
特
別
放
送
し
ま
し
た
。

　

幼
い
子
ど
も
の
子
育
て
と
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
仕
事
を
両
立
さ
せ
る
た
め
日
々
奮
闘
し
て

き
た
福
島
さ
ん
。
熊
本
県
の
男
女
共
同
参
画

推
進
委
員
に
推
薦
さ
れ
、
今
以
上
忙
し
く
な

る
の
は
無
理
だ
と
一
度
は
断
わ
っ
た
も
の

の
「
ぜ
ひ
委
員
と
し
て
、
仕
事
や
子
育
て
の

両
立
で
今
困
っ
て
い
る
こ
と
を
色
々
と
声
を

上
げ
て
ほ
し
い
。
そ
れ
が
後
輩
や
若
い
人
た

ち
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
な
る
。」
と
の

後
押
し
に
よ
り
引
き
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た

当
時
の
事
を
振
り
返
り
、
ど
う
す
れ
ば
ス
ト

レ
ス
を
抑
え
両
立
で
き
る
の
か
た
く
さ
ん
悩

み
考
え
た
結
果
、
子
ど
も
を
気
に
す
る
あ
ま

り
中
途
半
端
に
な
っ
て
い
た
子
育
て
と
仕
事

を
、
子
ど
も
が
寝
て
か
ら
仕
事
を
す
る
、
一

人
じ
ゃ
で
き
な
い
こ
と
は
人
の
力
を
借
り
る

小
国
町
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催　

（
収
録
放
送
）

 
新
た
に
人
権
擁
護
員
に
宇
野
恵
美
子
さ
ん

（
大
字
宮
原
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。　

 

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
中
で
広
く
社

会
の
実
情
に
通
じ
、
人
権
擁
護
に
つ
い
て
理

解
あ
る
人
を
町
が
推
薦
し
、
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
方
々
で
す
。

　

　

　

　

　　

小
国
町
の
委
員
は
４
名
で
、
人
権
相
談
所

の
開
設
を
は
じ
め
、
面
談
・
電
話
に
よ
る
人

権
相
談
・
啓
発
イ
ベ
ン
ト
な
ど
幅
広
く
人
権

擁
護
活
動
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
や
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
す

る
、
無
料
法
律
相
談
の
受
付
業
務
、
心
配
ご

と
相
談
の
相
談
員
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。

 

小
国
町
人
権
擁
護
委
員
に

　
　

宇
野
恵
美
子
さ
ん
が
選
任

と
思
い
き
っ
て
変
え
た
こ
と
で
や
り
遂
げ
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
。
自
ら
の
視
野
や
人
生

の
選
択
肢
が
広
が
っ
た
経
験
か
ら
、「
や
っ

ぱ
り
私
に
な
ん
て
で
き
な
い
・
・
・
」
と
思

う
の
で
は
な
く
、
一
人
の
人
間
と
し
て
自
分

は
何
を
大
事
に
す
る
の
か
を
一
度
よ
く
考

え
、
そ
こ
に
自
分
が
輝
け
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ

る
の
で
あ
れ
ば
、
思
い
切
っ
て
一
歩
踏
み
出

し
て
ほ
し
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　　

そ
の
他
、
Ｒ
Ｋ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
ス
講
座
の
講

師
を
す
る
中
で
受
講
生
の
行
動
力
や
意
欲
に

感
激
し
た
経
験
か
ら
、
い
つ
で
も
、
だ
れ
で

も
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
「
学
ぶ
こ
と
」「
成

長
す
る
こ
と
」
は
で
き
る
と
感
じ
ら
れ
た
こ

と
や
、
Ｒ
Ｋ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
ス
講
座
で
学
ぶ
発

声
練
習
法
や
話
し
方
の
コ
ツ
に
つ
い
て
話
さ

れ
、
最
後
は
絵
本
の
朗
読
を
披
露
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

 

２
月
28
日
、
産
山
村
に
新
設
さ
れ
る
牧
野

橋
で
産
山
保
育
園
の
園
児
12
名
が
橋
上
に
引

か
れ
た
イ
ラ
ス
ト
に
彩
色
を
施
す
催
し
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

描
か
れ
た
の
は
産
山
村
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
う
ぶ
ち
ゃ
ん
」
と
小
国
町
の
「
お

ぐ
た
ん
」。
牧
野
橋
を
建
設
し
た
小
国
町
の

肥
後
建
設
社
が
卒
園
を
間
近
に
控
え
る
子
ど

も
た
ち
の
思
い
出
づ
く
り
に
と
企
画
し
ま
し

た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
は
「
お
ぐ
た
ん
」
と
「
う
ぶ

ち
ゃ
ん
」
が
駆
け
付
け
、
園
児
た
ち
と
お
絵

か
き
。
子
ど
も
た
ち
と
元
気
に
ふ
れ
あ
っ
た

り
、
色
塗
り
の
見
本
に
な
っ
た
り
と
大
人
気

で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
手
が
チ
ョ
ー
ク
や

塗
料
で
色
づ
く
に
つ
れ
て
、
一
人
一
人
の
感

性
が
合
わ
さ
っ
た
「
お
ぐ
た
ん
」・「
う
ぶ
ち
ゃ

ん
」
が
牧
野
橋
の
上
に
表
れ
ま
し
た
。
最
後

に
は
み
ん
な
集
ま
っ
て
の
写
真
撮
影
。
楽
し

い
思
い
出
を
写
真
に
収
め
ま
し
た
。

園
児
た
ち
橋
に
「
お
ぐ
た
ん
」
描
く

  宇野恵美子さん

「福島さんの講演の様子」
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人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
お

ぐ
チ
ャ
ン
で
２
回
に
分
け
て
放
送
し
、
２
回

目
の
放
送
と
な
る
今
回
は
、
小
国
小
学
校
、

小
国
中
学
校
、
小
国
高
等
学
校
が
出
演
し
ま

し
た
。

　

小
国
小
学
校
は
、
６
年
生
に
よ
る
「
教
科

書
無
償
運
動
」
に
つ
い
て
の
人
権
劇
を
制
作
。

「
正
し
い
こ
と
を
知
る
こ
と
」「
自
分
と
重
ね

て
考
え
て
い
く
こ
と
」
を
特
に
大
切
に
し
て

取
り
組
ま
れ
、
何
度
も
練
習
を
重
ね
る
中
で
、

仲
間
と
気
持
ち
を
一
つ
に
し
て
劇
を
作
り
上

げ
て
い
く
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
国
中
学
校
は
、
８
年
生
に
よ
る
『
平
和

と
は
・
・
・
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
』
と
題

し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
項
目
16
番
「
平
和
と
公
正

を
す
べ
て
の
人
に
」
の
視
点
で
平
和
と
は
何

か
を
考
え
、
そ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
発
表
し

ま
し
た
。

　

戦
争
に
つ
い
て
深
く
知
る
た
め
に
、
語
り

部
の
方
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と
な
ど
を
も
と

に
、「
小
国
中
学
校
平
和
宣
言
文(

案)

」
を

作
成
。　

　

宣
言
文
は
全
部
で
12
項
目
あ
り
、
そ
の
一

つ
ひ
と
つ
の
項
目
ご
と
に
込
め
ら
れ
た
生
徒

た
ち
の
想
い
を
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
の
内
容
を
海
外
の
方
に
も
知
っ
て
ほ
し
い

と
英
語
版
も
作
成
し
ま
し
た
。

　

第
27
回
小
国
町
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
収
録
放
送
）

　

２
回
目
を
放
送
し
ま
し
た

 

３
月
９
日
、
小
国
町
建
設
業
協
会
様
よ
り
、

小
国
小
学
校
に
入
学
す
る
新
１
年
生
へ
「
反

射
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
」
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

例
年
、
多
く
の
団
体
様
よ
り
新
入
生
へ
文

具
や
防
犯
ブ
ザ
ー
な
ど
、
入
学
祝
品
を
寄
贈

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

大
き
な
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
い
、
ピ
カ
ピ

カ
の
１
年
生
と
し
て
新
し
い
生
活
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
授
業
や
、
登
下
校
の
際
に
自
分

の
身
を
守
る
も
の
と
し
て
ぜ
ひ
活
用
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
楽
し
い
学
校

生
活
を
お
く
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　

小
国
小
学
校
新
１
年
生
へ

　
　
　

反
射
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
寄
贈

　

小
国
高
等
学
校
は
、
１
・
２
年
生
の
人
権

係
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
「
あ
な
た
に
贈

る
あ
り
が
と
う
」、
１
年
生
の
佐
藤
龍
牙
さ

ん
に
よ
る
人
権
作
文
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
は
、
普
段
な
か
な
か
伝

え
ら
れ
な
い
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
不
自
由
な
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
中
で
、
少
し
で
も
周
囲
に
元

気
と
笑
顔
と
感
謝
の
気
持
ち
を
届
け
た
い
、

そ
ん
な
想
い
で
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
徒

た
ち
の
想
い
が
皆
さ
ん
の
心
に
届
き
、
温
か

い
気
持
ち
に
な
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

人
権
作
文
で
は
、「
今
の
自
分
と
な
り
た

い
自
分
」
と
い
う
題
で
、
自
分
の
変
え
た
い

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
の
発
表
を
聞
い
て
、
ク
ラ
ス
メ

イ
ト
か
ら
「
自
分
も
積
極
的
に
行
動
で
き
る

よ
う
に
な
り
た
い
」「
苦
手
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
克
服
し
た
い
」「
ク
ラ
ス
の
雰
囲

気
も
良
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
」
と
感
想

が
あ
り
、
さ
ら
に
ク
ラ
ス
の
団
結
力
が
高

ま
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

人
権
は
、
誰
に
と
っ
て
も
等
し
く
か
け
が

え
の
な
い
も
の
。「
私
は
差
別
的
な
見
方
を

し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
一
人
ひ
と
り
が

自
ら
に
問
い
か
け
て
み
る
こ
と
が
、
だ
れ
も

が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

人権啓発フェスティバル　出演者の皆さん

小国中学校 小国高校 小国小学校
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　介護保険料は、前年中の所得や世帯の課税状況等に基づいて決定し、

４月から翌年の３月までの期間に年間保険料を納めていただきます。

本算定と仮算定本算定と仮算定

・介護保険料の決定は仮算定（４月）と本算定（７月）の 2回に分けて行います。

介護保険料は、前年中の所得等に基づいて決定し、所得等が決定するまでは、前年度の

保険料段階を参考に仮に算定した金額を納付していただきます。（仮算定）

年間の介護保険料は前年中の所得等が確定した後に調整し、７月にお知らせします。（本算定）

【特別徴収の場合（年金から天引きで納めていただく方）】

　

※４月、６月、８月の保険料は、 R４年２月と同額を仮徴収額として引き続き特別徴収いたし

　ます。また、【介護保険料　仮徴収のお知らせ】として４月に郵送にてお知らせ致します。

　（ 1 0 月以降の保険料額が大きく変動しない様に、６月・８月で調整する場合があります。）

※前年中の所得等が決定後、年間保険料を決定（本算定）し、仮徴収額を差し引いた残りの金

　額を 1 0 月、 1 2 月、翌２月で納めて頂きます。

【普通徴収の場合（納付書や口座振替で納めていただく方）】

※前年中の所得が確定する７月迄の間は、昨年度の課税状況等により暫定的に決定した

　保険料を納めて頂きます。

　また【介護保険料　暫定通知書】として４月に郵送にてお知らせします。

※前年中の所得が確定後、年間保険料を決定（本算定）し、

　仮徴収額を差し引いた残りの金額を７月～翌年３月までの納期（９回）で納めて頂きます。

介護保険料の仮算定と本算定について

4/19 火
9:30 ～ 片 田 集 会 所

13:30 ～ 倉 原 公 民 館

20 水
9:30 ～ 塩 井 川 公 民 館

13:30 ～ お ぐ に 町 民 セ ン タ ー

21 木
9:30 ～ 宮 原 7 部 集 会 所

13:30 ～ 西 里 多 目 的 集 会 所

22 金
9:30 ～ 万 成 寺 公 民 館

13:30 ～ 旧 下 城 小 体 育 館

26 火
9:30 ～ 𡈽 田 公 民 館

13:30 ～ ゆ け む り の 館

　27 水
9:30 ～ 北 里 3 部 集 会 所

13:30 ～ 室 原 公 民 館

28 木
9:30 ～ 黒 渕 公 民 館

13:30 ～ 杖 立 温 泉 会 館

5/6 金
9:30 ～ 宮 原 2 部 集 会 所

13:30 ～ 西 村 公 民 館

　10 火
9:30 ～ 片 田 集 会 所

13:30 ～ 倉 原 公 民 館

11 水
9:30 ～ 塩 井 川 公 民 館

13:30 ～ お ぐ に 町 民 セ ン タ ー

12 木
9:30 ～ 宮 原 7 部 集 会 所

13:30 ～ 西 里 多 目 的 集 会 所

13 金
9:30 ～ 万 成 寺 公 民 館

13:30 ～ 旧 下 城 小 体 育 館

元気クラブカレンダー

問小国町役場町民課　地域包括支援センター　☎ 46-2116

※�天候や感染症の状況によっては、止むを得ず中止する場合があります。

問小国町役場町民課　☎ 46-2116

年間保険料
４月、６月、８月に

仮徴収した保険料

差引額を１０月、１２月、２月に振り分けて

年金受給月に年金より天引きされます。

年間保険料
４月、５月、６月に

仮徴収した保険料

差引額を７月から翌年３月までの各月に振り

分けて納めて頂きます。

－ ＝

－ ＝
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「ここ何年も、歯医者さんに行っていないなぁ…」そんな方はいませんか？

　 小 国 町 で は 、 生 涯 に わ た っ て 毎 日 を い き い き と 健 康 で 過 ご す こ と が で き る よ う に 3 0 歳

から節目年齢の方を対象に、歯科健診を実施しています。

　歯を失う原因の第１位は歯周病で、第２位はむし歯です。歯周病は自覚症状がないまま

進行し、重症化すると歯が抜けたり、肺炎などの全身の病気にもつながる恐ろしい病気で

す。

　 1 0 年に１度のチャンスです。　予防・早期発見のためにも、ぜひ、この機会に

歯科健診を受け、お口のケアからも健康づくりを始めましょう。

▽令和４年度の健診実施期間�

　 令和４年４月１日から令和５年３月３１日迄

▽健診までの流れ

　対象者には個別に通知をしています。

　ご確認のうえ、次のとおり受診して下さい。

　①右記の歯科医院のいずれかに事前に予約

　②通知に同封の受診票に必要事項を記入し

　　受診

▽当日持って行くもの

　・受診票（薄紫色）

　・健康保険証

▽令和４年度の対象者

３０歳 平成４年４月１日生～平成５年３月３１日生

４０歳 昭和５７年４月１日生～昭和５８年３月３１日生

５０歳 昭和４７年４月１日生～昭和４８年３月３１日生

６０歳 昭和３７年４月１日生～昭和３８年３月３１日生

７０歳 昭和２７年４月１日生～昭和２８年３月３１日生

※令和５年３月３１日時点の年齢

▽健診実施機関

甲斐田歯科医院（小国町）　　 4 6 - 5 3 2 4

児玉歯科医院　（小国町）　　 4 6 - 2 1 8 3

とらたに歯科　（小国町）　　 4 8 - 5 8 8 8

きよら歯科医院（南小国町）　 2 5 - 6 1 1 1

令 和４年度成人歯科健診のお知らせ令和４年度成人歯科健診のお知らせ

問小国町役場町民課　　☎ 46-2116

地域学校協働活動の取組

　　　�「ＳＤＧｓ宣言」報告会

　小国小学校５年生は、この１年「小国学」でお

世話になった地域のゲストティーチャーをお招き

し「小国子どもＳＤＧｓ宣言」報告会をリモート

で行いました。

　６月の水俣病の学習で、みんなの町として人々

が協力していくことの大切さを学んだことがス

タートになり、私たちの町でも、よりよい町をつ

くるため、地域資源を使った「小国町未来都市計

画」が取り組まれていることを知りました。

　小国町役場政策課の長谷部さん・わいた会の後

藤さん・木魂館の江藤さん・隣保館の吉岡さん・

森林組合の穴井さんにお世話になりました。

　子どもたちは、身近なところで自分に出来るＳ

ＤＧｓ宣言。その堂々とした発表を聞き、「よく

調べていて驚いた。」「これからも頑張ってほしい

です。」と感想をいただきました。

「小国子どもＳＤＧｓ宣言報告会の１コマ」
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小
国
中
学
校
だ
よ
り

学　　校

　

小
国
小
学
校
で
は
、
令
和
３
年
度
の
ま
と

め
の
時
期
に
入
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
学
年
の

子
ど
も
た
ち
も
、
今
年
１
年
の
自
分
た
ち
の

歩
み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
来
年
度
の
進

級
、
進
学
に
つ
い
て
意
識
の
高
ま
り
が
み
ら

れ
ま
す
。

　

３
年
生
は
、
３
月
４
日
に
「
小
国
学
」（
総

合
的
な
学
習
の
時
間
）
で
、
シ
イ
タ
ケ
の
コ

マ
う
ち
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
ご
存
じ
の
と

お
り
シ
イ
タ
ケ
栽
培
は
、
小
国
町
の
地
勢
と
、

自
然
界
の
食
物
連
鎖
の
な
か
で
最
も
大
切
な

菌
類
の
働
き
を
生
か
し
た
産
業
で
す
。
い
ま

小
国
町
が
取
り
組
ん
で
い
る
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で

い
う
と
15
番
目
の
目
標
「
陸
の
豊
か
さ
を
守

ろ
う
」
と
大
き
な
関
連
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
Ｊ
Ａ
阿
蘇
小
国
郷
の
皆
様
、
町

内
で
シ
イ
タ
ケ
栽
培
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

る
生
産
者
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
児
童

一
人
１
本
の
原
木
や
１
本
当
た
り
30
個
の
コ

マ
を
ご
提
供
い
た
だ
い
て
学
習
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
子
ど
も
た
ち
は
、
協
力

い
た
だ
い
た
皆
様
か
ら
直
接
お
話
を
聞
く
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
事
前
に
シ
イ

タ
ケ
の
生
育
等
に
つ
い
て
学
習
し
、
コ
マ
う

ち
体
験
に
挑
み
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
児
童

が
初
め
て
の
体
験
と
な
り
ま
し
た
が
、
怪
我

等
も
な
く
体
験
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

今
回
コ
マ
う
ち
し
た
シ
イ
タ
ケ
は
、
時
間

を
か
け
て
少
し
ず
つ
成
長
し
、
子
ど
も
た
ち

が
５
年
生
に
な
っ
た
年
の
秋
以
降
に
収
穫
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
運
動
場
南
側
に

原
木
を
置
い
て
日
常
的
に
観
察
し
な
が
ら
、

じ
っ
く
り
育
て
て
い
き
ま
す
。

　

３
月
４
日
（
金
）
、
第
69
回
卒
業
証
書

授
与
式
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
年
度
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の

た
め
に
参
加
者
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く

な
か
で
の
開
催
で
し
た
。

　

そ
れ
で
も
卒
業
生
と
そ
の
ご
家
族
に

と
っ
て
は
一
度
き
り
の
中
学
校
の
卒
業

式
。
本
校
と
し
て
も
、
県
の
方
針
に
沿
い

な
が
ら
も
、
今
年
な
ら
で
は
の
式
を
作
ろ

う
と
、
卒
業
生
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
全

校
生
徒
と
職
員
と
で
精
一
杯
の
思
い
を
込

め
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

小
国
小
学
校
だ
よ
り

　

今

年

の

卒

業

生

は

48

人
。

そ

れ

ぞ

れ

が

互

い

を

思

い

や

る

優

し

い

心

を

持

っ

た

学

年

で

し

た
。
「

に

こ

に

こ

」

と

い

う

ス

ロ

ー

ガ

ン

を

掲

げ

て

取

り

組

ん

だ

こ

の

１

年

間
は
、
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
学
校
」

を
作
り
た
い
と
い
う
思
い
に
溢
れ
た
も
の

で
し
た
。
こ
の
春
か
ら
の
新
し
い
挑
戦

が
、
卒
業
生
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の

ご
家
族
の
皆
様
方
に
と
っ
て
実
り
多
き
時

間
と
な
り
ま
す
こ
と
を
、
本
校
職
員
一

同
、
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
一
年
間
、
保
護
者
の
皆
様
方
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
町
内
の
皆
様
方
に
は
、

様
々
な
場
面
で
ご
支
援
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

全
職
員
で
精
一
杯
考
え
な
が
ら
取
り
組

ん
で
来
た
つ
も
り
で
す
が
、
必
ず
し
も
皆

様
方
の
意
に
沿
う
こ
と
ば
か
り
で
は
な

か
っ
た
は
ず
で
す
。
新
年
度
、
本
校
は
新

し
い
職
員
を
迎
え
、
さ
ら
な
る
高
み
を
目

指
し
て
い
く
所
存
で
す
。
今
後
と
も
変
わ

る
こ
と
の
な
い
お
力
添
え
を
あ
ら
た
め
て

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「コマうち体験」

「にこにこ」で記念撮影
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卒卒  

業業  

証証  

書書  

授授  

与与  

式式

　

３
月
11
日
（
金
）
に
卒
業
証
書
授
与
式
が

挙
行
さ
れ
、
小
学
部
２
名
、
中
学
部
２
名
、

高
等
部
10
名
が
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
へ
と
飛
び

立
ち
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
予
防
の
た
め
、
卒
業
生
、
保
護
者
の
み

で
実
施
し
ま
し
た
。
西
雅
子
校
長
が
、
卒
業

生
一
人
一
人
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら

仲
間
と
助
け
合
う
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
、
は

な
む
け
の
言
葉
を
贈
り
卒
業
生
の
門
出
を
祝

い
、
と
て
も
温
か
い
雰
囲
気
の
中
で
、
卒
業

生
一
人
一
人
の
個
性
が
輝
く
式
を
挙
行
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 小

国
支
援
学
校
だ
よ
り

小
国
高
生

小
国
高
生

☆
輝
い
て
い
ま
す
！
☆

☆
輝
い
て
い
ま
す
！
☆

小
国
高
校

通
信
よ
り

学　　校

　

３
月
１
日
（
火
）
に
第
73
回
卒
業
証
書
授

与
式
を
行
い
、
55
名
の
生
徒
の
新
た
な
門
出

を
祝
い
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
対
策
の
た
め
、
人
数
を
制
限
し
て
保

護
者
と
生
徒
会
、
職
員
の
み
で
の
式
と
な
り
、

在
校
生
は
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
作
成
し
、

３
年
生
へ
の
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。

　

卒
業
証
書
授
与
で
は
卒
業
生
全
員
が
登
壇
、

一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
、
学

校
長
か
ら
「
自
分
た
ち
に
や
れ
る
こ
と
を
精

一
杯
頑
張
る
姿
に
感
動
し
た
。
課
題
を
多
く

抱
え
た
未
来
社
会
に
“
挑
戦
”
を
続
け
、
自

ら
を
成
長
、
進
化
さ
せ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。」

と
は
な
む
け
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

卒
業
生
か
ら
の
お
別
れ
の
言
葉
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
周
り
の
方
々
へ
の

感
謝
の
言
葉
と
共
に
、「
友
だ
ち
と
協
力
す
る

こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
を
学
び
、
お
互
い
に
支

え
合
っ
て
、
困
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
経
験

を
今
後
に
生
か
し
た
い
」
と
未
来
へ
の
希
望

に
満
ち
た
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

卒
業
生
総
代
の
橋
本
大
志
さ
ん
が
「
制
限

さ
れ
た
日
々
で
悔
し
さ
や
葛
藤
を
味
わ
う
こ

と
も
多
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
小
国
高
校
だ

か
ら
こ
そ
得
ら
れ
た
３
年
間
の
高
校
生
活
は

か
け
が
え
の
な
い
経
験
だ
っ
た
。」
と
３
年
間

を
振
り
返
り
、
答
辞
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

 

卒
業
す
る
生
徒
た
ち
は
、
修
学
旅
行
、
体
育

大
会
と
い
っ
た
思
い
出
と
な
る
は
ず
の
行
事

が
相
次
い
で
縮
小
、
ま
た
は
中
止
に
な
り
、

高
校
生
活
の
３
分
の
２
を
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
過
ご
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
学
校
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
ま
た
、
自
分
の
進
路
と
向
き

合
う
姿
勢
を
後
輩
た
ち
に
し
っ
か
り
と
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
み
な
さ
ん
の

ご
活
躍
を
小
国
高
校
一
同
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

卒
業
生
、
保
護
者
の
み
な
さ
ま
ご
卒
業
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　

ご

卒

業

お

め
で

と

う

ご

ざ

い

ま
す

ご

卒

業

お

め
で

と

う

ご

ざ

い

ま
す

　「学校長より卒業証書授与」

　「答辞を読み上げる橋本さん」
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　　今回は、『感染症・難病等をめぐる人権』について取りあげます。

　【感染症・難病等をめぐる人権】 

熊本県人権同和政策課『人権研修テキスト（人権全般編）』より引用

　病気について正しく理解し、偏見や差別をなくしま

しょう。

　感染症については、まず、予防及び治療といった医

学的な対応が不可欠であることは言うまでもありませ

んが、それとともに、患者や家族などに対する偏見や

差別意識の解消など、人権尊重の視点も重要です。

　また、難病はその種類も多く様々な病気の特性があ

り、個人差があるため、一見して病気とわかる場合も

あれば、外見上はあまり変化がなく、健康な人と変わ

らない場合もあります。そのため、病気に対する無理

解や偏見により、心ない言葉をかけられるなどの差別

を受けることがあります。

　だからこそ、病気について正しく理解し、こうした

偏見や差別を払拭することが必要です。

どんな課題があるのでしょうか？

◆新型コロナウイルス感染症や HIV 等の感染症

　をめぐる人権問題

　病気に対する不安や恐怖心、正しい知識の不足等に

より、患者及びその家族等に対する入園・入学や登園・

登校の拒否、職場や学校、医療現場等での心ない言動、

不適切な扱い、SNS での誹謗・中傷などの問題が起き

ています。 問小国町隣保館　☎ 46-5720

（漫画：桜田幸子さん）

▼新型コロナウイルス感染症（COVID-19）とは？

　コロナウイルスは、人や動物の間で広く感染症を引き

起こすウイルスです。風邪のような軽症の疾患から、重

症急性呼吸器症候群（SARS）や中東呼吸器症候群（MERS）

のようなより重篤な疾患に至るまで、様々な呼吸器感染

症を引き起こします。新たに見つかった「新型コロナウ

イルス」は、「新型コロナウイルス感染症」（COVID-19）

を引き起こします。発熱、倦怠感、咳などの症状があり、

中には感染しても症状の出ない人もいます。ほとんどの

人は特別な治療を必要とせず回復しますが、重症化し呼

吸困難に陥る場合もあります。感染経路は飛沫感染と接

触感染の 2つと言われています。

▼ HIV（ヒト免疫不全ウイルス）感染症、AIDS（後

天性免疫不全症候群）とは？

　HIV（ヒト免疫不全ウイルス）に感染すると、次第に身

体の免疫力が低下します。そのために様々な感染症や悪

性腫瘍などにかかってしまった状態になるのが AIDS( 後

天性免疫不全症候群 )です。現在では、治療法の発達に

より病気の進行を遅らせることが可能になり、感染後も

変わらずに社会生活を送る人が増えています。HIV は空

気感染せず、感染経路も限られているため、学校や職場

等での日常的な接触では感染しません。

◆難病をめぐる人権問題

　難病は、長期にわたる療養が必要となるため、経済的

な負担や介護に伴う家族の負担も大きくなります。また、

病気の特性によっては外見では全く変化がない場合もあ

るため、偏見や差別をおそれて病気を隠している人も少

なくありません。

▼難病とは？

　発病の構造が明らかでなく、かつ、治療方法が確立し

ていない希少な疾病であって、当該疾病にかかることに

より長期にわたり療養を必要とすることとなる疾病をい

います。

理解してもらえなくて…

�みんなの人権�みんなの人権
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あみだ杉の館　☎46-3310

開館時間：10時〜13時、14時〜18時（日曜・祝祭日はお休み）

※13時～14時まで窓口はお昼休みです。

子育てイベント子育てイベント

日　付 会　場 内　　　　容

4/16　（土） パ
地域食堂「ゆうあい」　

11：30〜 12：30

4/20 （水） カ

ぽっけの日　

 9：00〜 12：00

こいのぼり飾り制作をします

4/23 （土） パ
おもちゃ図書館“ミルク”　

 9：00〜 12：00

5/11  （水） カ

ブックスタート

13：30〜

※６〜７ヵ月児健診のお子さんが対象です

5/14  （土） パ
おもちゃ図書館“ミルク”　

 9：00〜 12：00

お休み

パ
4/17（日）、4/24（日）、4/29（金・祝）、5/1（日）、

5/3（火・祝）～ 5（木・祝）、5/8（日）、5/15（日）

カ

4/16（土）、4/17（日）、4/23（土）、4/24（日）、

4/29（金・祝）、4/30（土）、5/1（日）、

5/3（火・祝）～ 5（木・祝）、5/7（土）、

5/8（日）、5/14（土）、5/15（日）

★「ミカエルの鼓動」　　　　　　　柚木裕子　　

★「黒牢城」　　　　　　　　　　　米澤穂信

★「探花　隠蔽捜査　９」　　　　　今野敏

★「ねずみくんとゆきだるま」　　　なかえよしを

★「塞王の楯」　　　　　　　　　　今村翔吾

★「ノブラックボックス」　��������砂川文次

　　　カ：カンガルーのぽっけ　☎ 46-6656

　パ：パラソルセンター　　☎ 46-5720

※都合により変更となる場合がありますので、事前にご確認ください。

今月のおすすめの1冊

「ヒトの壁」　
　　　　　　　　　 養老孟司著　　新潮新書出版

　大病から生還した作者。その体

験からヒトは生物であると実感

し、ヒトとしての生きる価値を探

す。東大名誉教授、84 歳の知性

で人間論を語る。

　バカの壁から 20 年、昆虫図鑑

も出版している。

「ますだくんの　1ねんせい日記」
　　　　　　　　 武田美穂　作・絵

おすすめ絵本ご案内

新着本ご案内

  人権メッセージ 

　質の高い教育をみんなに

問小国町教育委員会事務局　☎ 46-3317

　ネットの誹謗中傷はＮＯ！

　「読まない」　「書かない」　「信じない」

子 育 て

令和 4年度小国の教育チャレンジプラン

～誰一人取り残さない教育の推進～

このプランが令和 4年度の小国小・中学校の教育指針となるもの

です。

１．小国型小中一貫教育の推進

　学力保障・学力向上を図るため、かけはし学習を実践します。

　９年間を見据えた学習内容と系統化を図ります。

　（９年生の姿に責任を持つ学習の実践）

２．情報化社会への対応

　情報教育のハブ化（パソコン教室などを探求スキルラーニング、

　アクティブラーニングの空間として環境整備）を図ります。

３．国際化社会への対応

　英語教育の充実（ＡＬＴ配置、英語検定の推進と助成、夏休み

　学習会の実施など）に取り組みます。

４．地域に根ざした教育の推進

　小国学（北里柴三郎博士や SDGs などの総合学習）、地域学校協

　働活動（地域に根ざした人権教育、放課後子供教室、 地域未来

　塾、見守り活動など）、学校運営協議会、家庭との連携を推進

　します。

５．小国町教育研究会の活性化

　教育支援施策（生活・学習支援員等の人的支援、家庭学習ノー

　トの活用、検定補助など）の充実を図ります。

　「おばあちゃんとサル」
　TAMAO ＆ KUMIKO　                            
　絵と文
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�小国公立病院ニュース�小国公立病院ニュース

�総合診療ドクターのつぶやき

　　東大名誉教授の故・沖中重雄先生は、臨床診断と亡くなられた後の解剖結果の比較から、自らの誤診率を東大名誉教授の故・沖中重雄先生は、臨床診断と亡くなられた後の解剖結果の比較から、自らの誤診率を

14.2％と発表しました。そのときの新聞記事によると「患者はその誤診率の高さに驚き、医師はその低さに驚14.2％と発表しました。そのときの新聞記事によると「患者はその誤診率の高さに驚き、医師はその低さに驚

いた」そうです。患者は医師の診断は 100% に近いことを期待し、一方医師は専門性をもって診断しても 2 割いた」そうです。患者は医師の診断は 100% に近いことを期待し、一方医師は専門性をもって診断しても 2 割

前後は見立てと異なっている事を自覚しているということです。前後は見立てと異なっている事を自覚しているということです。

　患者さんにとっては驚きかもしれませんが、外来で診た患者が初期診断で予想した通りの経過を辿らない事　患者さんにとっては驚きかもしれませんが、外来で診た患者が初期診断で予想した通りの経過を辿らない事

は、日々当たり前に起こることなのです。なので、医師は治療への反応や経過をみながら、追加検査をして可は、日々当たり前に起こることなのです。なので、医師は治療への反応や経過をみながら、追加検査をして可

能性のある病気を絞ったり、診断を変更したりということを日常的に行っています。能性のある病気を絞ったり、診断を変更したりということを日常的に行っています。

　「私、失敗しないので」という医師は、フィクションか経験が不足しているだけで、経験を積んだ医師ほど　「私、失敗しないので」という医師は、フィクションか経験が不足しているだけで、経験を積んだ医師ほど

診断は 100% 断定せずに、常にいくつもの可能性を考えながら患者の治療にあたっているのです。診断は 100% 断定せずに、常にいくつもの可能性を考えながら患者の治療にあたっているのです。

　医学は科学の分野には入っていますが、実は統計に基づいたものでもあります。　医学は科学の分野には入っていますが、実は統計に基づいたものでもあります。

　例えば同じ症状を抱えた患者さんであっても、同じ治療を当てはめたときにみんなに同じ結果が出るもので　例えば同じ症状を抱えた患者さんであっても、同じ治療を当てはめたときにみんなに同じ結果が出るもので

はありません。人の身体の性質は人によっても年齢によっても超多様なものです。だからこそ、最終的には死はありません。人の身体の性質は人によっても年齢によっても超多様なものです。だからこそ、最終的には死

亡率 100% の人生に寄り添う地域医療では、個々の患者さんの背景に合わせた、社会的・情緒的な要素がより亡率 100% の人生に寄り添う地域医療では、個々の患者さんの背景に合わせた、社会的・情緒的な要素がより

強く求められる事になり、医療者～患者間の信頼に基づく選択・決定が重要になってきます。強く求められる事になり、医療者～患者間の信頼に基づく選択・決定が重要になってきます。

　2 月より、3 階病棟で勤務させてい

ただいている佐渡由起（さわたりゆう

き）と申します。

　数年ぶりに一般科での勤務となりま

す。１日でも早く病棟の流れを覚え、

地域医療を学びながら日々、成長して

いきたいと思っております。

　自然豊かな小国の地が好きであり、

バイクでいつも遊びに来ていました。

これからもたくさん小国の良さを感じ

たいと思います。

　一生懸命頑張りますので、よろしく

お願いします。

3階病棟　看護師　佐渡 由起

 職 員 紹 介  

小国公立病院医局

　うがい・手洗い・マスク着用について徹底されていると思いま

すが、実は洗い残しがあるかもしれません !!

　このイラストで洗い残しが多い部分が目に見えると思います。

　今一度、確認して手洗いをしてみましょう。

感染委員　看護部　室原　理恵

感染委員会より

「皆さんの手洗いはどうですか？」
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小
国
杉
の
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
が
、
フ
ラ
ン
ス

の
展
示
会
に
出
展
さ
れ
ま
す
。
会
場
は
、

世
界
三
大
イ
ン
テ
リ
ア
見
本
市
の
一
つ「
メ

ゾ
ン
エ
オ
ブ
ジ
ェ
」。

会
場
で
は
、
２
５
０
年
守
り
続
け
た
小
国

の
林
業
の
歴
史
と
、
山
を
怖
れ
敬
う
日
本

特
有
の
文
化
を
テ
ー
マ
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

た
ノ
ベ
ル
テ
ィ
が
配
布
さ
れ
ま
す
。

海
外
で
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
る
か

楽
し
み
で
す
。

産　　業

　

３
月
の
市
況
と
し
ま
し
て
は
好
天
に
恵
ま

れ
入
荷
量
は
安
定
し
て
お
り
順
調
に
増
え
て

い
ま
す
。　

　

木
材
単
価
は
、
杉
材
は
先
月
に
続
き
小
径

木
や
３
ｍ
材
が
安
定
し
た
価
格
で
取
引
さ
れ

て
お
り
、横
ば
い
で
の
推
移
と
な
り
ま
し
た
。

桧
材
に
関
し
て
は
先
月
と
同
様
で
小
径
木
の

下
げ
幅
が
大
き
く
、
近
隣
市
場
同
様
に
下
落

傾
向
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
時
期
は
出

材
が
多
く
、
単
価
が
一
時
的
に
落
ち
込
み
ぎ

み
で
す
が
、
今
後
、
梅
雨
時
期
に
か
け
て
緩

や
か
に
回
復
し
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。　

　

今
月
15
日
（
金
）
に
は
、
春
の
優
良
材
市

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
結
果
は
来
月
号
で
掲

載
し
ま
す
。

（単位：円・１㎥あたり）木 材 市 況 状 況
共　　販　　日 3月 1日 3月 15日

販　売　数　量 1,521㎥ 2,295㎥

販　売　金　額 19,062千円 30,461千円

総　　平　　均 　12,525円 13,275円

樹種 長さ 直径 直材平均 直材高値 直材平均 直材高値

杉

４ｍ

１１～１３ 11,000 11,000 10,830 10,830

１４ 18,630 19,890 17,870 19,000

１６～１８ 17,610 18,710 16,970 18,210

２０～２２ 16,390 17,980 15,780 16,000

２４～２８ 16,390 18,960 15,540 17,600

３０ｃｍ上 13,600 17,700 13,120 16,800

３ｍ

１１～１３ 9,500 9,500 9,100 9,100

１４ 18,000 19,000 18,630 21,000

１６～１８ 18,600 20,000 18,500 21,000

２０～２２ 19,200 20,000 18,450 21,000

２４～２８ 16,870 18,600 16,430 16,970

３０ｃｍ上 12,200 17,910 15,310 16,210

２ｍ １６ｃｍ上 - - - -

６ｍ

１４～１８ 26,000 27,000 - -

２０～２８ - - 23,880 27,000

３０cm 上 - - - -

桧 ４ｍ

１０～１８ - - 20,020 23,390

２０〜２８ - - 22,590 23,000

３０ｃｍ上 - - 28,550 40,000

※より詳細な市況は、小国町森林組合共販係（☎46ｰ2411）まで

277

 
木
材
価
格
の
状
況

　

次
回
か
ら
小
国
町
に
あ
る
巨
木
、
銘
木
を

紹
介
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

昭
和
30
年
阿
蘇
地
方
事
務
所
よ
り
各
町

村
、
森
林
組
合
宛
に
巨
木
調
査
に
つ
い
て
文

書
が
発
送
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
以
下
の
通

り
。

１
各
樹
種
を
通
し
て
、
目
通
周
囲
一
丈

　
（
３
．
０
３
ｍ
）
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　

但
し
、
灌
木
類
等
異
な
っ
た
性
質
の
樹
木

　

に
つ
い
て
は
そ
の
種
類
の
最
大
の
も
の
と

　

す
る
。

２
同
一
巨
木
の
樹
群
に
つ
い
て
は
そ
の
旨
摘

　

要
欄
に
記
入
し
、
１
反
歩
当
た
り
の
材
積

　

を
併
せ
記
入
し
て
お
く
こ
と
。

３
天
然
記
念
物
保
存
法
に
よ
る
樹
木
に
つ
い

　

て
は
そ
の
旨
付
記
し
、
由
来
等
も
記
入
す

　

る
。

と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
回
か
ら
は
こ
の
資
料
を
参
考
に
町
内
各

地
の
樹
木
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

各
地
の
隠
さ
れ
た
巨
木
、
銘
木
の
情
報
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

 

小
国
町
巨
木
、
銘
木
の
旅
（
１
）
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み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う    

安
心
・
安
全
な

安
心
・
安
全
な    

小
国
郷

小
国
郷

お
ぐ
に
け
い
さ
つ

３26

地
域
安
全
コ
ー
ナ
ー

地
域
安
全
コ
ー
ナ
ー

通報・相談先
46-2110

２64

消防 ・ 防犯

　

最
近
で
は
全
国
各
地
で
火
災
が
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。
小
国
町
の
皆
さ
ん
に
は

火
災
の
発
生
を
防
い
で
ほ
し
い
と
思
い
、

出
火
原
因
ラ
ン
キ
ン
グ
作
成
し
ま
し
た
。

ラ
ン
キ
ン
グ
は
次
の
通
り
で
す
。

出
火
原
因

　

・
第
一
位　

た
ば
こ

　

・
第
二
位　

放
火

　

・
第
三
位　

こ
ん
ろ

　

こ
の
三
つ
が
主
な
出
火
原
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
電
気
を
使
用
す
る

も
の
か
ら
の
出
火
も
多
く
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
を
使
用
す
る
際
は
近
く
に
燃

え
や
す
い
物
を
置
か
な
い
こ
と
や
、
た
ば

こ
に
つ
い
て
は
火
が
消
え
て
か
ら
捨
て
る

な
ど
火
気
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し

て
使
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

全
国
火
災
予
防
運
動
（
３
月
１
日
～
７

日
ま
で
）
の
実
施
に
伴
い
、
阿
郡
市
の
小

学
４
年
生
を
対
象
に
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー

の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

　

小
国
小
学
校
か
ら
は
９
作
品
が
入
賞
し

ま
し
た
。

　

入
賞
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

　

※
敬
称
略

《
金
賞
》

　

・
山
炭　

奏
舞

《
銀
賞
》

　

・
原　

優
利
亜

《
銅
賞
》

　

・
河
津　

瑠
璃　

・
北
里　

治
士

　

・
日
隈　

愛
心

《
努
力
賞
》

　

・
大
塚　

天
惺　

・
佐
藤　

嵐
士

　

・
坂
本　

遼　
　

・
工
藤　

咲
妃

　

以
上
の
９
名
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
　
　
　
　

防
火
ポ
ス
タ
ー
表
彰

出
火
原
因
ラ
ン
キ
ン
グ

 

「
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
」
に
は

　
　

 

危
険
が
潜
ん
で
い
ま
す
！

 

「
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
営
業
に
よ

り
、
女
子
中
・
高
校
生
が
性
犯
罪
等
の
被
害

に
遭
う
問
題
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

警
察
で
は
こ
れ
ら
営
業
の
実
態
把
握
に
努
め

る
と
と
も
に
、
学
校
等
に
お
け
る
被
害
防
止

教
育
や
、
同
営
業
で
稼
働
し
て
い
る
少
年
に

対
す
る
街
頭
補
導
等
の
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

一
見
す
る
と
問
題
の
な
い
ア
ル
バ
イ
ト
先

に
見
え
る
場
合
で
も
、
少
年
が
児
童
買
春
や

客
か
ら
ス
ト
ー
カ
ー
等
の
被
害
に
遭
う
と

い
っ
た
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
お
り
、
安
易
に

働
く
こ
と
は
と
て
も
危
険
で
す
。

～
Ａ
Ｖ
出
演
強
要
問
題
対
策
の
推
進
～

　

Ａ
Ｖ
出
演
強
要
問
題
は
、
詐
欺
や
脅
迫
的

な
言
動
に
よ
っ
て
、
強
制
的
に
出
演
さ
せ
ら

れ
た
り
、
出
演
を
拒
否
す
る
と
多
額
の
違
約

金
を
請
求
さ
れ
る
な
ど
し
て
、
出
演
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
と
い
う
悪
質
な
事
犯
で
す
。

　

本
人
の
意
に
反
し
て
Ａ
Ｖ
へ
の
出
演
を
強

い
る
よ
う
な
行
為
は
、
精
神
的
・
肉
体
的
な

苦
痛
を
も
た
ら
す
深
刻
な
人
権
侵
害
で
あ
る

と
と
も
に
、
女
性
活
躍
の
前
提
と
な
る
安
全

で
安
心
な
暮
ら
し
の
基
盤
を
揺
る
が
す
問
題

で
あ
る
た
め
、
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

 

若
年
層
の
性
暴
力
被
害

　
　
　
　
　

予
防
対
策
の
推
進

◇
相
談
窓
口
◇

　

警
察
相
談
専
用
電
話

　

＃
９
１
１
０

※
24
時
間
相
談
受
付
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す

「ＪＫビジネス」は手

軽 な ア ル バ イ ト で は

な く 、 危 険 な ア ル バ

イ ト で す 。 絶 対 に 働

いではダメ！
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入札結果

入札日：令和 4年 3月 22日

工　事　・　委　託　名 業　者　名 請負・委託額 (円 )

町道鯛田上明里線災害復旧工事 ㈲梶原建設 8,451,300

町道上滴水線②災害復旧工事 ㈲時松産業 1,912,900

町道室原線災害復旧工事 ㈲おぐに建設 2,365,000

町道西里・田原線⑥災害復旧工事 ㈲おぐに建設 3,839,000

町道滝ノ上簿瀬線②災害復旧工事 ㈲おぐに建設 3,179,000

町道黒渕・下城線②災害復旧工事 ㈱伊藤組 5,742,000

町道黒渕・下城線③災害復旧工事 ㈱伊藤組 1,969,000

町道黒渕・下城線④災害復旧工事 ㈱伊藤組 2,623,500

町道黒渕・下城線⑤災害復旧工事 ㈲時松産業 4,667,300

町道黒渕・下城線⑥災害復旧工事 ㈲さとう工業 920,700

町道対岸線⑤災害復旧工事 ㈱肥後建設社 6,897,000

町道対岸線⑥災害復旧工事 ㈱肥後建設社 6,028,000

町道志屋線①災害復旧工事 ㈱伊藤組 7,260,000

町道小薮線災害復旧工事 ㈱伊藤組 2,849,000

町道対岸線②災害復旧工事 ㈱ミトマ 7,249,000

町道北里明里線①災害復旧工事 ㈲ヤマニ建設 1,754,500

町道秋原線災害復旧工事 ㈱ミトマ 8,030,000

町道田原・秋原線災害復旧工事 ㈱ミトマ 4,455,000

町道滴水線②災害復旧工事 ㈲時松産業 2,328,700

町道室原旧道線災害復旧工事 ㈲おぐに建設 3,333,000

町道本村杉平線①災害復旧工事 ㈱伊藤組 7,348,000

町道対岸線①災害復旧工事 ㈱ミトマ 10,890,000

町道隠山線②災害復旧工事 ㈲さとう工業 1,350,800

町道仁田切小薮線②災害復旧工事 ㈱伊藤組 1,930,500

町道鉱平線②災害復旧工事 ㈲ヤマニ建設 3,212,000

町道中尾前線災害復旧工事 ㈲梶原建設 3,093,200

町道田原・千本松線③災害復旧工事 ㈲おぐに建設 3,938,000

町道上田・西里線災害復旧工事 ㈲さとう工業 2,695,000

町道西里・田原線②災害復旧工事 ㈲ヤマニ建設 35,002,000

町道西里・田原線⑤災害復旧工事 ㈱ミトマ 44,198,000

町道湯鶴線災害復旧工事 ㈱ミトマ 7,095,000

楯平川②災害復旧工事 ㈲ヤマニ建設 14,786,200

林道室原（Ⅱ）線災害復旧工事 ㈱伊藤組 22,385,000
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　優良な生徒でありながら、経済的な理由で修学が困難な

方に奨学金を給付し、有為な人材を育成することを目的と

して、令和４年度奨学金を下記により募集します。

＜受給資格＞

　次の要件を全て満たしている方

①母子家庭・父子家庭（ひとり親家庭）

②下記の学校に入学又は、在学する方

　ア .小・中学校（学習塾・通信教育利用者）

　イ .高等学校

　ウ .高等専門学校

　エ .専修学校高等課程

　オ .専門学校（専修学校専門課程）

　カ .大学（短期大学を含む）

③人物及び学業がともに優れて、品行方正な方

④経済的理由により修学が困難な方

⑤年収３００万円以下（大学は４００万円以下）

令和 4年度　公益財団法人みずほ農場教育財団給付型奨学金の御案内

＜募集人員 ､給付額及び給付期間＞

在学する学校 給付額 ( 月額 ) 募集人員 給付期間

小中学校
（学習塾・通信教育利用者のみ）

1 5 , 0 0 0 円

　９０名程度

　(専門以上は若干名 )

１年間更新可能　

高等学校（専修学校高等課程含む）

令 和 ４ 年 ４ 月 か ら 在 学
す る 学 校 の 正 規 修 業 期
間（ 1 学 年 以 外 の 学 年 で
給 付 を 希 望 す る 方 は 、
残修業期間）

高等専門学校
１～３年課程

４年以上課程

3 0 , 0 0 0 円
専門学校（専修学校専門課程）

短期大学

大学

　道路や歩道への枝の張り出しや倒木

により歩行者や自動車等に損害が発生

した場合、樹木所有者の管理責任を問

われることがあります。

　よって、道路沿いで樹木を所有され

て い る 方 は 点 検 を 実 施 し て い た だ き 、

危険な場合は伐採する等の措置を講じ

ていただきますようお願いします。

　 　 　 　 　 問 熊本県道路保全課　　　

　　　　　☎ 0 9 6 - 3 3 3 - 2 4 9 5

民地から道路に張り出している木の伐採のお願いについて

道路に張り出している木の伐採にご協力を ! !

＜募集人員＞

９０名程度（専門学生以上は若干名）

※他団体等から奨学金の給付、貸与を受けていても可。

　但し、既受給奨学金又は併願奨学金が併給を認めな

　い場合は不可とする。

＜申請手続き＞

　応募は公式ウェブサイトからご応募ださい。

◎募集期間
　一次選考：令和 4 年 3 月 1 日～４月２０日
　二次選考：令和４年５月１日～５月３１日
　※二次選考は１次選考通過者のみ
　
　問公益財団法人みずほ農場教育財団

　　詳しくは公式ウェブサイトへwww.mizuho-ef.or.jp
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　一般農業者が農耕車限定大特・けん引免許を取得できる

講座です。

　◎対象者

　　専業農家又は第１種兼業農家ほか

　　（※諸条件があります）

　◎受講場所

　　熊本県立農業大学校

　◎受講料

　　大特 3,300 円、けん引 3,900 円

　　（運転免許更新等費用が別途必要です）

　◎申込期限

　　令和 4年 4月 28日（木）

＊応募者多数の場合は、抽選となりますのでご了承ください。

　申し込みを希望される方は、下記までお問い合わせください。

　　　～あたたかくなると注意が必要です～　

　気温が高くなると、細菌性食中毒が発生しやすくなりま

す。また、テイクアウトの利用や３密（密接・密集・密閉）

を回避するため、キャンプなど屋外で食事をする機会も増

加すると考えられます。感染症対策とともに食中毒予防に

も気を付けましょう。

◎お弁当を作るときは

・ 必ず食べる当日に作り、作る前と食べる前には手をよく

　洗いましょう。

・ 加熱する食品は中心部までしっかりと加熱し、十分に冷

　ましてから清潔な箸で弁当箱に詰めましょう。

・ お弁当は涼しいところで保管し、できるだけ早めに食べ

　ましょう。

◎バーベキューなどをするときは

・ 生肉にはＯ 157、カンピロバクター、サルモネラなどの

　食中毒菌が付いている可能性があります。

・ 生肉と野菜は別々に盛りつけ、「焼くときの箸」と「食べ

　るときの箸」は区別しましょう。

・ 肉は中心部まで十分に加熱して食べましょう。

◎ハイキングや魚釣りをするときは

・ 有毒植物やフグなどの自然毒による食中毒が毎年発生し

　ています。見慣れない野草やフグなどの素人調理はしな

　いようにしましょう。

　
　問熊本県阿蘇保健所衛生環境課　☎ 24-9035

　　小国町役場町民課　　　　　　☎ 46-2115

食中毒を予防しましょう！ 住民健診のお知らせ

　生活習慣病は自覚症状が少なく、知らない間に進行して

しまいます。がんは 2人に 1人がかかり、3人に 1人が亡

くなる「身近」な病気です。

　自分の健康状態の確認や病気の予防・早期発見のため、

まずは健診の申込をしましょう。

◎日程

日　程 会　場 受付時間

8月 9日 � ( 火 ) おぐに町民センター 8 : 0 0～ 1 1 : 0 0

8 月 1 0 日 ( 水 ) おぐに町民センター 8 : 0 0～ 1 1 : 0 0

8 月 1 1 日 (木・祝 ) おぐに町民センター 8 : 0 0～ 1 1 : 0 0

8 月 1 2 日 ( 金 ) おぐに町民センター 8 : 0 0～ 1 1 : 0 0

8 月 1 6 日 ( 火 ) おぐに町民センター 8 : 0 0～ 1 1 : 0 0

8 月 1 7 日 ( 水 ) おぐに町民センター 8 : 0 0～ 1 1 : 0 0

8 月 1 8 日 ( 木 ) おぐに町民センター 8 : 0 0～ 1 1 : 0 0

8 月 1 9 日 ( 金 ) おぐに町民センター 8 : 0 0～ 1 1 : 0 0

8 月 2 0 日 ( 土 ) おぐに町民センター 8 : 0 0～ 1 1 : 0 0

8 月 2 1 日 ( 日 ) おぐに町民センター 8 : 0 0～ 1 1 : 0 0

8 月 2 2 日 ( 月 ) おぐに町民センター 8 : 0 0～ 1 1 : 0 0

※ 8月 10日・8月 11日は「ふるさと総合健診」です。

◎申込方法：希望調査票の返送・電話

　　　　　　ＦＡＸ・メール・電子申請 ➡

◎締切：令和 4年 4月 28日 (木 )

　今年度は住民健診の希望調査票をピンク色の封筒で郵送

しています。対象者や自己負担金等の詳細は希望調査票と

同封しているお知らせをご覧ください。

　　　　　　　　　　　 問小国町役場町民課　☎ 46-2116

令和４年度ソーラー式電気牧柵

購入費助成について

令和４年度農作業安全講座

（大特、けん引）受講申込について

問小国町役場産業課　☎ 46-2112

　有害鳥獣から農作物や椎茸を守るため、ソーラー式電気

牧柵を購入・設置した場合に経費の一部を助成します。

　本年度より新事業として実施いたしますのでこれまで既

に事業に取り組んだ方も対象となります。

※役場へ申し込む前に購入した場合は、補助の対象にな

　りません。

◎対象者

　小国町に住所を有する農地等所有者

　（自作・賃貸借問わず営農している農地等であること）

◎対象経費

　ソーラー式電気牧柵一式の資材費（本体のみは対象外）

◎補助率

　補助対象経費の１/２以内、上限５万円

◎補助条件

　２４時間３６５日設置通電を実施すること

　申し込みを希望される方は、下記までお問い合わせください。

問小国町役場産業課　☎ 46-2112
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　今月の町税についてお知らせします。

◎軽自動車税

◎納期限及び口座振替日：4 月 25 日（月）
　
　税額を通知書でご確認の上、納期限内
に納付をお願いします。

税告知板

○香典返しとして　　　

 下城弓田　　河津　　円幸　  様

　　　　 故人　　　　るみ　  様

 宮原倉原　　原山　　眞吾　  様

　　　　 故人　　　　侑子　  様

 宮原溝口　　河津　　甚助　  様

　　　　 故人　　　　ミサ子  様

○一般寄付として

　　　　 株式会社　  ミトマ  様

　　　　（地域食堂ゆうあい）

この度、次の方々からご寄附いただきましたの

で、お礼とともにお知らせ致します。

皆様からいただきました寄附金

は、小国町の社会福祉事業に有意

義に使わせていただきます。

小国町社会福祉協議会

社協告知板

お知らせ

　身体障害者手帳・戦傷病者手帳・療育手帳又は精神障害

者保健福祉手帳をお持ちで、歩行が困難な方は、軽自動車

税を全額免除できる制度があります。減免を希望される方

は、下記のものを持参され申請書に記入の上、小国町役場

税務会計課税務係にご提出してください。申請書は役場に

あります。

　マイナンバー制度導入に伴い、軽自動車税の減免申請書

にも個人番号の記載が必要となります。

≪持参するもの≫

・ 身体障害者手帳等

・ 個人番号カードか通知カード

・ 運転免許証

・ 車検証（コピーでも可・本人名義であること。ただし、 

　障害のある方本人が 18歳未満の場合、療育手帳の場合、 

　精神障害者保健福祉手帳の場合は、生計を一にする方が

　所有する軽自動車も対象に含まれる。）

≪申請期限≫

４月２５日（月）まで

※納期限を過ぎると、減免申請の受付ができませんので、

　ご注意ください。

問小国町役場税務会計課税務係　　☎ 46-2130

◎普通自動車の減免については、熊本県自動車税事務所

　又は、県北広域本部までお問い合わせください。

問熊本県自動車税事務所　　　☎ 096-368-4020

　熊本県県北広域本部課税課　☎ 0968-25-4124

マイナンバーカードの

　　　　　　交付予約について

問小国町役場税務会計課　
     ☎ 46-2130

軽自動車税の減免について

　窓口での混雑緩和及び待ち時間軽減のため、マイナンバー

カードの予約での交付を開始します。

　マイナンバーカード交付通知書の封筒が届いたら、内容

をご確認のうえ下記の方法で予約してください。予約をす

る際は、手元に交付通知書（ハガキ）をご用意してください。

◆インターネット

　下記アドレスもしくは、ＱＲコードから予約システムに

アクセスいただき、受取日時の登録を行ってください。（４

月以降に発送の交付通知書にはＵＲＬ及びＱＲコードの記

載があります。）

https://tmnc.task-asp.net/cu/434248/mnr/calendar/1aee0

d105da748829f6f6dc43798c729

◆電話

　受付時間　平日 8：30～ 17：00

　電話番号　0967-46-2115

※マイナンバーカードの申請をしたまま受取りをされてい

　ない方は、受取期間を経過していても交付可能ですので、

　都合がつき次第来庁してください。　　　　　　

　　　　　　　　　

問小国町役場町民課　☎ 46-2115　



日 月 火 水 木 金 土

16

17 18 19 20 21 22 23
㊡小国公立病院
　☎ 46-3111

㊡坂梨ハート
　　　クリニック
  ☎ 24-6262

   消費生活相談
10：00 ～ 16：00
小国町役場町民課　    
☎ 46-2115

３歳児健診
【受付】
13：15 ～ 13：30
おぐに町民センター
☎ 46-2116

消費生活相談
10：00 ～ 16：00
南小国町役場総務課
☎ 42-1112

24 25 26 27 28 29 30
㊡小国公立病院
　☎ 46-3111

㊡たくもと小児科��
　　　クリニック
  ☎ 34-2202

無料法律相談
10：00 ～ 15：00
おぐに町民センター
☎ 46-2115

消費生活相談
10：00 ～ 16：00
小国町役場町民課　 
☎ 46-2115

後期高齢者医療
保険証交付説明会
フレイル健診
 9：00 ～ 12：00
13：00 〜 16：00
おぐに町民センター
☎ 46-2116

消費生活相談
10：00 ～ 16：00
南小国町役場総務課
☎ 42-1112

　　 昭和の日
㊡小国公立病院
　☎ 46-3111

㊡大阿蘇病院
  ☎ 22-2111

1 2 3 4 5 6 7
㊡小国公立病院
　☎ 46-3111

㊡眼科　古嶋医院
  ☎ 34-0008

　　 憲法記念日
㊡小国公立病院
　☎ 46-3111

㊡家入整形外科
  ☎ 32-0048

　　みどりの日
㊡小国公立病院
　☎ 46-3111

㊡古閑医院
  ☎ 22-3000

　　こどもの日
㊡小国公立病院
　☎ 46-3111

㊡大阿蘇病院
  ☎ 22-2111

行政相談
10：00 ～ 12：00
おぐに町民センター
☎ 46-2115

心配ごと相談
10：00 ～ 12：00
おぐに町民センター
☎ 46-5575

年金相談【予約制】
10：00 ～ 15：00
おぐに町民センター
☎ 096-367-2503

8 9 10 11 12 13 14
㊡小国公立病院
　☎ 46-3111

㊡問端内科
  ☎ 32-0102

消費生活相談
10：00 ～ 16：00
小国町役場町民課　   
☎ 46-2115

３～４ヵ月児健診
６～７ヵ月児健診
【受付】
13：15 ～ 13：30
おぐに町民センター
☎ 46-2116

消費生活相談
10：00 ～ 16：00
南小国町役場総務課
☎ 42-1112

15

㊡小国公立病院
　☎ 46-3111

㊡小野主生医院
  ☎ 32-0039

水 道 当 番 店
5 月

1 日 （日）

( 有 ) 伊 藤 設 備 ☎ 46-2986

( 株 ) 小 国 資 源 開 発 ☎ 46-4078

瀬 尾 設 備 ☎ 46-3580

3 日
（火）

祝日

伊 藤 鉄 工 所 ☎ 46-2343

宮 崎 ポ ン プ 店 ☎ 46-2236

( 有 ) 宇 野 電 器 ☎ 46-2240

4 日
（水）

祝日

( 有 ) 財 津 総 業 ☎ 46-2819

キ タ ザ ト 商 店 ☎ 46-6148

( 有 )　 産　 興　 ☎ 46-2507

5 日
（木）

祝日

穴 井 住 設 ( 有 ) ☎ 46-2331

宮 崎 水 道 ☎ 46-5048

北里電業水道設備 ( 有 ) ☎ 42-1009

8 日 （日）

大 塚 水 工 ☎ 46-2163

志 屋 水 道 ☎ 46-4625

( 有 ) 伊 藤 設 備 ☎ 46-2986

15 日 （日）

( 株 ) 小 国 資 源 開 発 ☎ 46-4078

瀬 尾 設 備 ☎ 46-3580

伊 藤 鉄 工 所 ☎ 46-2343

4 月

17 日 （日）

( 有 ) 宇 野 電 器 ☎ 46-2240

( 有 ) 財 津 総 業 ☎ 46-2819

キ タ ザ ト 商 店 ☎ 46-6148

24 日 （日）

( 有 )　 産　 興　 ☎ 46-2507

穴 井 住 設 ( 有 ) ☎ 46-2331

宮 崎 水 道 ☎ 46-5048

29 日
（金）

祝日

北里電業水道設備 ( 有 ) ☎ 42-1009

大 塚 水 工 ☎ 46-2163

志 屋 水 道 ☎ 46-4625
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おぐにのカレンダー　4/ １6 〜 5/ １５
㊡＝休日在宅医
※ カレンダーの行事やイベントの開催日時は変更される

ことがあります。
　その場合は、 ラジオや文字放送でお知らせします。



　

世界では未だ紛争や戦争の争いごとが絶えません。ロシア

のウクライナに対する軍事侵攻は日々悲しいニュースが入

り、皆さんも胸を痛まれていると思います。この戦争でも、

多くの人々の命と生活が奪われています。また、世界経済

全体の循環が損なわれ、物価等にも著しく悪影響を及ぼし

ています。皆さんの身近でもそう感じられるのではないで

しょうか。戦争の影響から、生活水準が低下し貧困に陥る

ことで、教育や経済などの不平等や格差の広がり、そして

環境破壊など、ＳＤＧｓのあらゆる目標達成が阻害されます。

　世界では、5分に1人、子どもが暴力によって亡くなっ

ているともいわれています。『戦争、紛争』もそうですが『虐

待』なども大きな要因だと考えられます。

町のうごき
令和４年３月１日現在（前月比）

　　

　　

編
集
後
記

総人口 ６，７１３人（　－３）

男　性 ３，２１０人（　＋３）

女　性 ３，５０３人（　－６）

世帯数 ２，９８７戸（　－１）
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vol.17
〜ゴール16「平和と公正を

すべての人に」～

　では、何を達成すればよいのか。

　それは、争いごとをなくし、平和を実現することです。

そのためには誰もが受けられる公正な法律や制度が求めら

れます。

　私たちに出来ることとは何でしょうか。それは、選挙へ

投票に行くことも、その一つです。日本の投票率は世界で

158位と低く、多くの人が政治に参加しているとは言えませ

ん。一人一人が思う社会へ意思表示するため、選挙で投票

することが次世代に残す社会の礎になるのではないでしょ

うか。

　ここで、小国中学校の平和宣言文（案）をご紹介します。

　下記の宣言文は、小国中学校８年生グループがＳＤＧｓ

ゴール16について学ぶ中で、自分たちの出来ることを具現

化したもので、全ての世代、全ての人への大切なメッセー

ジではないでしょうか。

 この宣言文は６月に行われる生徒会総会で承認された後、

小国はみんなでSDGs♪

17回目の今回はゴール16「平和と

公正をすべての人に」をご紹介し

ます。

　このゴールから皆さんは『戦争、

暴力』を連想されると思います。

次回は、ゴール 17

「パートナーシップで目標を

達成しよう」　をご紹介します。

　

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
仕
事
・
進
学
な
ど
新

生
活
が
始
ま
っ
た
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
月
号
は
小
国
中
学
校
の

平
和
宣
言
文
（
案
）
を
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
、
世
界
で
起
こ
っ
て
い
る

事
態
に
非
常
に
リ
ン
ク
す
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
宣
言
文
の
内
容
は
ど

れ
も
大
事
な
こ
と
ば
か
り
で

す
が
、
特
に
私
自
身
は
⑫
が

重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

本
当
に
難
し
い
で
す
よ
ね
。

い
つ
で
も
ど
ん
な
状
況
で
も

寛
容
な
心
で
あ
り
た
い
も
の

で
す
。
広
報
担
当　

ハ
タ
ノ

①
命
に
感
謝
し
ま
す
。

②
残
食
を
な

く
し
ま
す
。

③
戦
争
の
こ
と
に
つ
い
て

正
し
い
情
報

　

を

詳
し
く
学
び
ま
す
。

④
す
べ
て

の
人
の
人
権
を

尊
重
し
ま
す
。

⑤
言
葉
に
責
任
を

持
ち

ま
す
。

⑥
正
し
い
知
識
を

身
に
つ
け
な
い
ま
ま

　

物
事
を

判
断
し
な

い
よ
う

に
し
ま
す
。

⑦
力
で
物
事
を
解
決
し
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

⑧
平
和
の
意
味
を

考
え
ま
す
。

⑨
普
段
当
た
り
前
に
で

き
て

い
る
こ
と
に

　

感
謝
し
ま
す
。

⑩
政
治
に
関
心
を

持
ち

ま
す
。

⑪
戦
争
の
お
か
し
さ
を

語
り
継
い
で

い
き

　

ま
す
。

⑫
柔
軟
な
心
を

持
ち

、
相
手
の
気
持
ち
や

　

主
張
を

受
け
入
れ
ま
す
。

小
国
中
学
校

　

 
 

平

和
宣
言
文
（
案
）

広く発信していくこと

となります。


